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TEL 022-717-7760（外来）

　我々形成外科では外見に関わる疾患・外傷に対して広く治療しておりま
す。口唇・口蓋裂など顔の先天性性疾患に対して「唇顎口蓋裂センター」を設
け医科・歯科を横断し心理士も加わった最先端の包括治療を提供し、本邦
のオピニオンリーダーとなっています。その技術を活かして、一般的な顎変形
症や顔面外傷・顔面骨骨折についても整容性と機能性を兼ねた治療を提供
しています。高齢化社会でお困りの方が増えている眼瞼下垂症では、高齢の
方でも安心して手術を受けて頂けるように入院での局所麻酔手術に対応し
ています。一方、乳がん術後の乳房再建では、人工乳房を用いたものから自
家組織移植術を用いた方法までさまざまな方法を用意し、患者さんに合っ
た再建法を提案させていただき、他院で切除術を受けた症例にも対応して
おります。この他、傷跡に関する問題や、血管腫などさまざまな外見上問題と
なる病態に対応しております。形成外科の「新患外来」ではお一人1時間を
かけて丁寧にお話を伺います。乳房再建、眼瞼下垂、血管腫につきましては、
直接専門外来へ予約も可能です。外傷など急患は随時対応いたしますので
お気軽にご紹介ください。

外科

今井 啓道 科長

口唇・口蓋裂／先天性頭蓋顎顔面疾患／その
他の体表先天性疾患／顎変形症／顔面外傷・
骨折／裂傷・挫創／頭頚部腫瘍切除後変形／
乳がん術後乳房変形／顔面神経麻痺／眼瞼下
垂／血管腫・リンパ管腫／ケロイド・瘢痕／熱
傷／熱傷瘢痕／皮膚皮下腫瘍

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

臨床麻酔：麻酔の基本は、手術を受ける患者さんの安心と、安全な医療を行
なうことです。まず術前診察では、患者さんの状態把握、動画を用いた麻酔の
説明、禁煙指導をはじめとする合併症対策を行います。重篤な合併症や特殊
な手術では、執刀医・看護師・臨床工学技士・薬剤師とのミーティングもしま
す。手術中は術式と患者さんの状態に合わせた全身管理、術後は集中治療も
含め麻酔と一貫性のある管理と鎮痛を実践しています。高度医療を受けるた
めに全国から来院する重症患者さんも多く、脳死移植（心臓、肺、肝臓、小
腸）、生体部分移植（肺、肝臓、腎臓）など、本邦で可能な全ての臓器移植手
術や特殊な術式への麻酔・全身管理 を行っています。
集中治療：臓器不全や人工呼吸を必要とする重症疾患を対象に、全身への
治療を麻酔科が中心となって行っています。
ペインクリニック：さまざまな痛みに対し、薬物治療（漢方薬を含む）、神経ブ
ロック、脊髄刺激療法、痛みの受容アプローチを行っています。近年は悪性疾
患への神経ブロック、腰下肢痛や帯状疱疹の痛みに力を入れてます。

外科

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

山内 正憲 科長

TEL 022-717-7748（外来）

術前診察：
動揺歯、開口障害、睡眠時無呼吸、重度心疾
患、重度呼吸器疾患、先天異常、移植医療、内
分泌異常、消化器疾患、神経疾患、血液疾患、
腎疾患、肝疾患、高度肥満

ペインクリニック：
帯状疱疹、帯状疱疹後神経痛、低髄液圧症候
群、脊椎疾患による痛み、凍結肩（五十肩）、手
足の血行障害、術後痛、頚部痛、がんの術後痛、
片頭痛、群発頭痛、小児の難治性痛、リハビリ
テーション時の痛み

麻酔科

形成外科
完全予約制

　私たちは、何らかの疾患によって生じるさまざまな「つらさ」を和らげ、患者
さんの生活の質（QOL）を高める緩和ケアを専門とする診療科です。世界標
準である「早期からの緩和ケア（病気そのものに対する治療と並行した緩和
ケア）」を実践しており、外来患者さんには「緩和ケア外来」において、入院中
の患者さんには「サポーティブケアチーム」として、各診療科と連携して対応
しています。痛みや呼吸困難など身体のつらさはもちろんのこと、不安や抑う
つなどのこころのつらさ、仕事との両立や介護に関わる社会的なつらさなど、
患者さんが抱える多種多様な問題に対して、当科医師だけでなく他科医師、
認定・専門看護師、薬剤師、理学・作業療法士、栄養士、メディカルソーシャル
ワーカー、臨床宗教師など、多職種の専門家と連携して最善策を検討しま
す。大学病院としては日本で最初に設立された緩和ケア病棟（ホスピス）で
は、宮城県が誇る多くの在宅診療施設と密に連携して、進行がんの患者さん
が最期まで穏やかな療養生活を送れるよう努力しています。

外科

緩和医療科
TEL 022-717-7768（外来） 井上 彰 科長

何らかの苦痛でお困りの患者さんであれば、
がん・非がんを問わず対象となります。 
ただし、緩和ケア病棟での療養については、
がん患者さんのみが対象です。

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

　呼吸器外科は、肺、縦隔、胸壁などの胸部疾患のうち、外科的治療を要す
るものを対象とする診療科です。
　肺癌診療においては、4cm程度の皮切で行う完全胸腔鏡下肺切除術（い
わゆるcomplete VATS）またはロボット支援下肺切除術を基本術式として
手術の低侵襲化を進めています。当科において2010年から2014年までの5
年間に切除術が施行された383例の非小細胞肺癌症例の5年生存率は、病
理病期IA期で91.8％、IB期で76.9％、IIA期で81.2％、IIB期で75.9％と良
好です。縦隔腫瘍手術においてもcomplete VATSまたはロボット支援下手
術を取り入れ、できるだけ負担の少ない手術を目指しています。
　また、当院は全国に11施設ある肺移植実施施設の一つに認定されてお
り、2000年の本邦初となる脳死肺移植以来、2022年12月までに160例の
肺移植（脳死肺移植：144例、生体肺移植：16例）を実施しました。呼吸不全
に苦しむ多くの患者さんが社会復帰を果たしています。肺移植後の5年生存
率は約75％と、世界的にみても良好な成績が得られています。

外科

呼吸器外科

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

胸部疾患（心臓・大血管疾患以外）のうち手術
適応となるものが呼吸器外科の対象疾患です。
肺癌：臨床病期I～II期とIII期の一部の患者さん
が切除術の対象となります。それ以上進行した
病状の場合には、呼吸器内科と相談の上で診療
を進めます。／転移性肺腫瘍／縦隔腫瘍／胸
壁腫瘍／悪性胸膜中皮腫／気胸／膿胸／胸部
外傷／気道異物／重症筋無力症（拡大胸腺摘
除）／慢性進行性肺疾患（肺移植）：肺高血圧
症、特発性・二次性間質性肺炎、肺気腫、造血幹
細胞移植後肺障害、気管支拡張症、リンパ脈管
筋腫症などが主な対象疾患です。60歳未満が
対象です。

岡田 克典 科長TEL 022-717-7877（外来） 完全予約制
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